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　　　　緒　　　　言

昆轟の蝋ア，ラーゼに關す・燃極めて少し．・87・年（V’1・…磯髄翅目の一一hiの嚥蹴て

研究し、謙のアルカリ鷹を呈し澱粉を欄と葡翻辱と商解する作用あるを認めt・b・1876年

輩乙Usme氏も亦直翅国に就き同檬の事項を認めたり。翻つて家獄幼鐡の唾液に於けるアミラー一一ゼの作

刑に關しては臓糖せられたるものあるを聞かす・蓋購の嚇醐めて微少なる器關にして蝋

の分泌殆ど認め難きに因すべし。

　著者は．家獄溝化液のアミラーゼ作用の研究を進捗せしむる傍、唾腺アミラーゼ作用に關する知見

を増加せしむる必要を認め、主として唾腺の浸田液に就てアミラーぜの作用を試験せり。以下是が試

瞼結果を報告すべし。

　　　A．供試材料並試瞼方法

　　　　a．酵素　溶　液
本試瞼樋じ螺溶灘しては鍾骸初浸出液を使用｛1！・’・IV・先づ五鰹獄を解剖し鍾腺を職し

謙の痕蹴留めざる迄数回灘水を以て麟し・…鮒の・轍を孚L徽移して鵬し・是にグリ
セリン5C．C蒸禽留水5C．Cを加へ、試瞼管に移し一時闇激しく振盟す。後トルオールー二滴を加へ・

5cに満一日放置して充分浸出しガーゼにて濾過し濾液を供用せり。

　　　　b．可溶性澱粉液
　可溶匡ヒ澱粉液としては小西製可溶性澱粉のo・2％及o・4％溶液を使用せり。醒素作用の最適水素イ

ォン濃度測定に際しては苛性加里液及酷酸を添加して調製せり。PHの測定は比色法によれり。

　　　　e．’騨素作用の測定
　唾腺侵出液一建量（0．5c．c－1・Oe，c）をo・2％及o．4％の可溶性澱粉溶液4e・G　tr（　fJTIへ30°－40°cに24

酬櫃きたる後に於で澱粉棚等靴及澱粉糖化の多少を測定せり・澱梛購化及糊ヒの爾作me測

定する方法とし鴛前記鵬液・ccを榊斎Nのルゴール磁゜・°5・・cを加へ該液の欄歓の

姻嫉のデキ…踏灘・…古Nルゴール購゜・2・・e撚加し醐撫袴比色計とtltth
し、残存せるデキストリンの多少を比較せり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　デキストリン溶液比色計

　　露キW腱擁）・倍蠕・倍・倍12倍工6倍・嬬・・倍6蠕
　　色　　　　　調　濃1膚赤色暗赤色淡暗赤色赤　色帯赤褐色禍　色　淡褐色　淡褐色　黄　色　淡黄色

　．L記比色計によりて比色番號の大なる程澱粉糊精化並糖化作用の進みたるを示すものにして、アミ

ラーゼ作用の弧大なるを意味するものなり、場合に依りては整数以下の讃取を記載すれども是は各中

蘭濃渡のデキス1・リン溶液を作製して比色したるものなり。

　叉輩に澱粉糖化の多少を比較せんとする場合にはフエリング氏液による選元糖の容量測定の方法に
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　　よれり。帥フエリング氏液の添加によりて生ぜる酸化銅の赤色沈澱をぱ徴量沈澱計に移し遽心して生
　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c3）
　　する沈澱量の誠取の大小を以て比較するの方法にして、著者が家獄溝化液アミラーゼ作用測定に當り

　　て探用せる方法にして既報せるが如し。

　　　猫グリコーゲン糖化の有無を比較せる場合にも糖化の多少は上記微最沈澱計讃取の方法によれり。

　　　　　B　試　瞼　成　績

　　　　　　a・唾腺に於けるアミラーゼの存否

　　　酵素液の調製方法前記の如きものを用ひ、澱粉糊精化，澱粉糖化、及グリコーゲン糖化の有無を試

　　瞼せり。グリコーゲンは三共製晶を使用せり。
L

　　　　　　1・　澱ij9’，K9・胡精蓬イヒ言式1験

　　　下記晶種に就き作製したる酵素液0・5c・cを0・4％澱粉液4c・cに加へ40℃に24時閾作刑せしめた

る後毒Nルゴー・レ氏灘・cを力・へ前記デキストリン砒齢砒1変して澱㈱靴の臆を瀬

せるに次表の如く明に澱粉糊精化作用あるを認めたり。（第一一表）

　　　　　　　　　　　第一表　唖i腺アミラーゼの澱粉糊精化作用

國　翻　日　一號 同　支一〇一號 小石丸系白卯種
酵　素　液

漁沸ぜるもの 煮沸ぜざるもの 煮沸ぜるもの 淑沸ぜざろもの 翻蹴もの鋤・ざ・もの

比色計謹取 ｝
3．9

一
4．0 一　　　　　　　3．0

　　　　2・澱粉糖化試験
　前記同檬なる材料に就き澱粉糖化の多少をフエリング氏液使用微量沈澱計にて測矩せるに明に酸化

銅の赤色沈澱を護取る事を得たり。（第二表）

　　　　　　　　　　　第二表　唾腺アミラーゼの澱粉糖化作用　　　　　　　　　　　　　　　　一一

國簸［1一號 同　支一〇一貌 小不i丸系自卵種
酵　讃　液

煮沸ぜるもの 煮沸砿ざるもの 煮沸ぜるもの 煮沸ぜざるもの 煮沸砿ろもの 煮沸ぜざろもの

微量沈澱計誼取 一
3．0

一
3．0

　　｝v

2．0

　　　　3・グリコーゲン糖化試験

　酵素液0・5c・cを0・2％グリコーゲン溶液2C・cに加へ、40°cに24時聞作用せしめたる後幌合液工C・e

を取凱フエリング氏液1e・cを加へ三分間煮沸したる後微量沈澱汁によりで酸化銅の沈澱容量を讃

取れり。即次表に示す如く唾腺酵素液はグリコ　’一　beン糖化作用あるを認め得たり。

　　　　　　　　　　　第三表　唾腺酵素液のグリコーゲン糖化作用

新　　　　　　　　　白
酵　素　　液

煮沸ゼるもの 煮沸ぜざるもの 煮沸ぜうもの 煮沸ぜざうもの

微量沈澱計謹取 ｝
2．o

一一 2．0

　以上の三實験によりて家蛋蚤唾腺は澱粉に作用して之を糊精及砂糖に分解し、グリコーゲンに作加し

て之を砂糖に分解するアミラーゼを有する婁を讃明し得たり。

　　　　b・唾腺アミラーゼ作用の最適水素イオン濃度

　酵素液の調製方法は前記の如くにして、二化性大草唾腺浸出液ユC．eをα2％可溶性澱粉溶液4c，eに

加へ3°°・に2欄脚胤め’c・後斎Nルゴール氏灘醜力ll揃記比色計砒較して酉孝灘



144　　　　　　m　縣　単　雌　誌　　　　　〔第ご懸
用を測定せる1・、PH　6．6フIJ至7．・附近に於てアミラーゼ作用の髄螺イオン濃蹴認め1・！・（第四

衷）

　　　　　　　　　　　第四表　8H慣と唾腺アミラーゼ作用との關係

　　　　PH　慨　5．0　6．0　6．6　7・1　8・1　8・5　9・1　9・7
　　　　比色蔽取　7．8　8・・　8・”・　8・5　7・8　7・6　7・霞、、5・°
家㈱化液ア・ラーゼの最蹴熱オン言繊がP・－1…附濫在る噺濃田統氏（1929）藤柵松

燃溝ロ緬昆5乏1・・9）等の報齢るが如し．等しく消化液の一たるべ魎灘分泌する唾腺アミラー

ゼがPH偵比較的低き側に於て作用活濃なるは爾者アミラーゼが其性質を異にするを知る事を得可

し．本繍によれば．糊轍ア・ラ辺眼髄螺イオ・灘に關しては滴鋤物味に類似
する所あるを認め得可し。嫡となれば欝動物の蝋アミラーゼの髄水素材濃度はEv“　nsM

窃9・2）に從へばPII　6・・乃至6・・なれ1珈・

　　　　c，唾腺アミラーゼ作用に及ぼす食盤の影響
（7）

duler氏　 （1922）は高等動物の・垂腺アミラーゼ囎類の粧轍塒は塗棋作騰認め鞭を記
載せり．響は耀の騰ア・ラー…’・tc於課して匙類似せる嶽を認め’・4るやを試難るlc・　’L‘Bl一

糎腱腺アミラぜ醐しては一のム・ti・at・rとして作肌滅場G－tcは食墜鰍く時は殆んE’7．X〈

アミラーゼの作用を認め難きも、少量の食盤を添加する時はアミラー・・一ゼの作用活濃に現れ來るを認め

たり。（第五表）

　酵素液0．5c．cを可溶性澱粉0・2％溶液4C・cに加へ30°に24時聞作用せしめ、後酸素作用を前記比

色法によりて測定せるものなりo

　　　　　　　　　　　　第五蓑　i璽腺アミラーゼ作用に及ぼす食墜の影響

酵　　素　　液 國慧日一〇七號 二化性大草
i新　　　　　　自　　　　　　　　一一一

一・i一

可溶性滋粉溶液
蒸湯水溶液　　　F脚

同上0．8％NaCl
@　O・工cc添加

蒸艘水溶液
同上0．9％NaC1
@　0．2ec添加

糊水溶液1同囎翻｝

比色　誠　取 一
5．0 2．5 ・　　　7．5 一1　・・1

　　　　d．唾i腺アミラー一・ゼ作用の品種的差異

家灘化液のア・S　一一ゼ欄は搬噛沙隙に於て殆ど全く之を認め鞭は漕都概に（1926）報

告せるが如し．唾腺アミラーゼに就琳瞼せるに洞じく1歌洲腫は｛也加本撤矧1種砒較して共

作用微弱なるを認めたり。（第六表）

供試嚇液酪踊2・頭分の唾1県麟物に・・8％食鰍ユ…及グリセリンユ・・cをカ“へ言蹴管tcl’Vy

し、＿時闇癬糺2．5・に24齢日冷藏して灘1し・ガーゼにて濾過したるものta　b・該液゜・5・・cを゜・

4％可溶性灘鰍（PH　6・8）2…に加へ4・°cにて満一昨用せしめたる後前言巳比色灘よりて際

の作用を比較せり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　第五表　唾腺アミラー・ぜ作胴の晶毬的遊異

　　供試品種　　國灘九號同支四號剛一號剛一〇七號同支一〇一號su　白
　　比色慧取　　1．0　　2・。　　3・0　　3・0　　4・0　　4・0

　　　総　　　　　括

家獄幼轟の唾腺浸出液に就きアミラーゼ作用を試駿せる結果を総括すれば次の如し。

1・蒙獄の唾腺内には．澱粉棚精化、澱粉糖化及グリコーゲン糖化作用を有するアミラーゼ存在す。

2．アミラーゼの最適水素イオン濃度はP｝1　6・6乃至7・1の附近に在り。



第二號〕　　　　　　　　　　　　　比色に依る桑葉の熟度測定法に就て　　　　　　　　　　　　　　　145

3．アミラーゼは食鞭の存在を欠く時は共作用極めて微弱なり。少量の食盤の存在に於て共作用活醗

となる。

4．アミラーゼは漱洲種に在りては日本種及支那種に比して其作用微弱なり。
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1・緒　　　　　言

　桑の葉質が獄作に重大なる關係を有する事は種々の實駒によりて晩近盆々明にせられたる塵なり。

是れによりて葉質の問題蹴業上e（は從來より一麗要なる雌を占むるtc到つたのである。然しな

がら今日尚ほ葉質の如何を比較的精確に且つ實用的簡易なる繰作によりて決定せらるべき法は有らざ

るなり。

　從來桑葉熟度測定の爲めに磯表せられたる法少しとせざるなり、帥ち両積重及強靱性による法、沃

度及・・ンヒドリン反慮に焔法上圓・依るFk・桑葉の徽於ける順倣よる法石友報硬軟係数

等による法等あれども、種女なる原因により今日尚ほ一般實業1！1勺に鷹用せられ居るものは甚だ少し。

著者等は一九二八年に於て次の法を考案し反復實験の上大艘摘葉の際態用せらるべきを確め得たるを

以て此腱に記して滲考にi資せんとす。　　　　　　　　　　　　　’

2・方　　　　　法

本法に於ては春獄桑葉に慮用せらるべき標準液（A）と夏秋鷲桑葉に使用すべき標準液（B）と二種の

標準液が燈られて居る。是等標準液は特殊なる色素を使用して葉線臓の酒精浸出液と殆んど同一．．・なる


